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備
、
森
林
の
保
護
に
関
す
る
計
画
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
共
同
で
計
画
を
作
成
す
る
場

合
は
、
５
年
間
の
共
同
し
て
行
う
施
業

の
種
類
及
び
そ
の
実
施
方
法
を
定
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
任
意
で
受
託
等
に
よ
る
森
林

経
営
の
規
模
の
拡
大
の
目
標
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

五　
認
定
者

　

市
町
村
長
が
認
定
し
ま
す
。（
県
知
事
、

農
林
水
産
大
臣
の
場
合
有
）

六　
優
遇
措
置

　

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
（
造

林
補
助
事
業
）
や
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
等
に
よ
る
助
成
の
ほ
か
、

山
林
所
得
に
か
か
る
特
別
控
除
等
の
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
県
民

局
及
び
地
域
事
務
所
、
市
町
村
役
場
、

又
は
森
林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い

ま
す
。

（
林
政
課
森
林
企
画
班
）

一　
目
的

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
資
す
る
持
続
的
な
森
林
経
営
を
確
立

す
る
た
め
、
５
年
間
の
森
林
の
施
業
及

び
保
護
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
も

の
で
す
。

二　
作
成
者

　

森
林
所
有
者
又
は
森
林
所
有
者
か
ら

森
林
の
経
営
の
委
託
を
受
け
た
方
が
単

独
又
は
共
同
で
作
成
し
ま
す
。

三　
計
画
対
象
森
林

①　

属
地
計
画

　

林
班
又
は
隣
接
す
る
複
数
林
班
を
基

準
と
し
、
そ
の
面
積
の
２
分
の
１
以
上

の
森
林
を
対
象
と
し
て
計
画
を
作
成
し

ま
す
。（
単
独
又
は
共
同
で
作
成
）

②　

属
人
計
画

　

１
０
０
㌶
以
上
の
森
林
を
所
有
し
て

い
る
方
が
所
有
し
て
い
る
森
林
及
び
経

営
の
委
託
を
受
け
て
い
る
森
林
の
全
て

を
対
象
と
し
て
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

（
単
独
で
作
成
）

四　
主
な
計
画
事
項

　

森
林
の
経
営
に
関
す
る
長
期
の
方
針

を
記
載
す
る
ほ
か
、
５
年
間
の
造
林
、

保
育
、
伐
採
（
主
伐
・
間
伐
）
の
実
施
、

森
林
経
営
の
共
同
化
、
作
業
路
網
の
整

　

昨
年
の
森
林
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

従
来
の
森
林
施
業
計
画
が
見
直
さ
れ
、

新
た
に
森
林
経
営
計
画
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

森
林
施
業
計
画
の
対
象
森
林
で
は
、

運
用
上
「
ぶ
ど
う
の
房
」
状
の
計
画
が

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
態
と

し
て
施
業
を
行
う
人
工
林
の
み
を
対
象

と
し
て
計
画
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
小
規
模
分
散
化
し
た
施
業
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
森
林
経
営
計
画
で
は
、
効

率
的
か
つ
持
続
的
な
施
業
を
実
現
す
る

た
め
、
一
定
規
模
以
上
の
施
業
地
を
集

約
化
す
る
よ
う
、
面
的
規
律
が
強
化
さ

れ
る
と
と
も
に
、新
た
に
「
森
林
の
保
護
」

や
「
作
業
路
網
の
整
備
」
等
が
計
画
事

項
に
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
請
求

者
は
、
長
期
の
視
点
に
立
っ
て
継
続
的

に
森
林
の
経
営
が
可
能
な
者
と
し
て
、

森
林
所
有
者
又
は
森
林
経
営
の
受
託
者

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
森
林
経
営
計
画
制
度
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
経
営
計
画
制
度
の
概
要

fa 
A

F

E

D

I J

B
M

K

N
L

H

C

G  

A

F
E

D
B

C

G  

B

C
I J
H K

L

これまでの森林施業計画森林経営計画

地形その他の自然条件等から一体として整

備することを相当とする森林の範囲内（林

班又は隣接する複数林班）にあること。

車で一時間以内の範囲内にあること。

属地計画

対象森林→

←林班界林班の

１／２以上

A A

AA

A
A

A

A
A

A
A

A

単一の経営主体が自ら所有している森林及

び森林経営を受託している森林の全てを対

象としていること。

属人計画

自ら所有している

森林が100ha以上

【
計
画
対
象
森
林
の
考
え
方
】
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一　
は
じ
め
に

　

津
山
市
森
林
組
合
は
、
平
成
17
年
10

月
に
阿
波
村
、
加
茂
町
、
津
山
市
、
久

米
町
、
勝
北
町
の
５
つ
の
市
町
村
が
合

併
し
た
こ
と
に
伴
い
、
広
域
合
併
し
、

設
立
し
た
森
林
組
合
で
す
。
本
年
度
は

計
画
制
度
が
大
き
く
変
わ
る
節
目
の
年

で
あ
り
、
今
後
の
展
望
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
福
田
業
務
課
長
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

二　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

― 

現
在
の
事
業
活
動
の
状
況
は
？

　

事
業
は
指
導
、
販
売
、
加
工
、
森
林

整
備
の
４
部
門
に
分
か
れ
、
中
で
も
間

伐
を
中
心
と
し
た
造
林
事
業
や
、
ナ
ラ

枯
れ
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
事
業
等
の
森

林
整
備
部
門
が
大
部
分
を
占
め
て
ま
す
。

　

販
売
部
門
で
は
、
杉
・
桧
の
原
木
丸

特
集
【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
⑧
】

津
山
市
森
林
組
合
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

津
山
普
及
指
導
区

太
だ
け
で
な
く
庭
木
等
の
環
境
緑
化
木

も
扱
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
秋
に
開
催
さ

れ
る
「
森
林
を
考
え
る
岡
山
県
民
の
つ

ど
い
」
で
は
緑
化
木
の
販
売
を
行
い
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

加
工
部
門
で
は
、
作
業
道
用
木
製
横

断
溝
の
普
及･

販
売
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

指
導
部
門
で
は
、
各
種
研
修
を
通
じ

て
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
技
術
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
向
け

に
広
報
誌
を
年
２
回
発
行
し
、
組
合
運

営
や
新
し
い
制
度
な
ど
の
周
知
も
行
っ

て
い
ま
す
。

― 
重
点
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
重
要
課
題
と
し
て
は
、
森

林
経
営
計
画
の
作
成
、
間
伐
事
業
の
集

約
化
・
団
地
化
、
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
事
業
等
に
よ
る
作
業
道
開
設
、

高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
に
よ
る
低
コ

ス
ト
施
業
及
び
提
案
型
施
業
の
実
施
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
、
森
林
経
営
計
画
の
作

成
に
先
立
ち
、
平
成
22
年
に
勝
北
地
域

で
１
０
０
㌶
の
集
約
化
モ
デ
ル
地
域
を

設
け
、
間
伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
モ
デ
ル
地
域
の
取
組
み
で
は
、
近
隣

地
域
か
ら
も
要
望
を
受
け
る
な
ど
波
及

効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。
５
名
の
職
員
が

旧
市
町
村
毎
の
担
当
地
区
に
お
い
て
、

一
団
地
５
㌶
以
上
の
集
約
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
森
林
経
営

計
画
に
基
づ
く
森
林
整
備
に
も
、
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

― 

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

　

当
組
合
で
は
、
本
年
６
月
の
通
常
総

会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
組
合
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

新
体
制
で
の
事
業
推
進
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
津
山
市
内
全
域
で
一

体
的
な
事
業
運
営
を
図
り
、
健
全
な
森

林
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
森
林
整
備

や
林
業
生
産
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

三　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

津
山
市
森
林
組
合
は
、
他
地
域
に
先

駆
け
て
集
約
化
モ
デ
ル
地
域
を
設
け
、

施
業
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

新
し
い
森
林
経
営
計
画
制
度
に
も
着
実

に
移
行
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
組
合
長
の
も
と
、
引
き
続
き
地
域

の
実
情
に
即
し
た
健
全
な
森
林
整
備
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
普
及
指
導
員
と

し
て
、
今
後
も
津
山
市
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
（
林
業
普
及
指
導
員　

阿
部
・
築
山
）

福田業務課長

集約化のための説明会

森林所有者立会による境界確認

集約化モデル地域での間伐作業
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と
村
大
会
（
全
国
規
模
の
自
転
車
競
技

大
会
）
に
小
学
３
年
の
息
子
さ
ん
と
一

緒
に
参
加
す
る
な
ど
、
家
族
で
休
日
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

昼
休
み
中
の
現
場
で
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
班
の
皆
さ
ん
は
仕

事
の
段
取
り
や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

な
ご
や
か
に
休
憩
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

貴
重
な
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快

く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
高
梁
普
及
指
導
区

林
業
普
及
指
導
員　

今
津　

学
）

○
将
来
の
こ
と

　

車
両
系
建
設
機
械
、
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
な
ど
現
場
で
必
要
な
資
格
は

持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
一
つ
一
つ
の

技
術
の
向
上
、
日
々
研
さ
ん
を
積
ん
で

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
森
林
整
備
を

進
め
て
い
く
上
で
大
切
な
作
業
道
に
興

味
が
あ
る
の
で
、
道
づ
く
り
の
知
識
・

技
術
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

福
島
に
は
住
ん
で
い
た
家
が
あ
り
、

ま
た
、
同
僚
は
放
射
線
量
の
高
い
と
こ

ろ
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
気
が
か
り
で

す
が
、
今
は
生
活
の
安
定
と
何
よ
り
自

然
の
中
で
体
を
動
か
す
仕
事
が
好
き
な

の
で
、
そ
し
て
今
の
職
場
環
境
は
周
り

の
人
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
仕
事

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
職
場
か
ら
の
一
言

　

福
島
か
ら
遠
く
離
れ
た
高
梁
の
地
で
、

家
族
共
々
に
こ
れ
か
ら
第
二
の
「
ふ
る

さ
と
」
を
目
指
し
て
森
林
組
合
事
業
に

精
出
す
布
瀬
君
に
心
を
打
た
れ
る
思
い

が
し
ま
す
。
周
囲
か
ら
親
し
ま
れ
る
明

る
い
性
格
は
、
き
っ
と
未
来
を
切
り
開

い
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　

布
瀬
さ
ん
は
、
10
月
に
高
梁
市
で
開

催
さ
れ
た
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
リ
ー
ズ
２
０
１
２
高
梁
吹
屋
ふ
る
さ

働
い
て
い
ま
す
。

○
仕
事
の
内
容

　

主
に
搬
出
（
収
入
）
間
伐
の
現
場
で

伐
倒
・
集
材
・
造
材
・
搬
出
な
ど
の
一

連
作
業
を
同
じ
班
の
先
輩
と
行
っ
て
い

ま
す
。

　

福
島
の
現
場
で
は
、
列
状
間
伐
は
や
っ

て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は

公
社
造
林
地
な
ど
で
実
施
し
て
お
り
、

ま
た
福
島
は
ス
ギ
が
多
い
の
に
比
べ
こ

ち
ら
は
ヒ
ノ
キ
の
割
合
が
高
く
、
同
じ

材
積
を
出
し
て
も
販
売
額
が
大
き
い
の

で
最
初
驚
き
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
大
型
機
械
を
使
っ
て
い
る

の
で
、
自
分
の
不
注
意
や
無
理
を
す
る

こ
と
で
重
機
を
壊
さ
な
い
よ
う
、
ま
た

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。

び
ほ
く
森
林
組
合

　
　
布ふ

せ瀬 
健け
ん
い
ち一
さ
ん
（
37
歳
）

　

び
ほ
く
森
林
組
合
が
行
っ
て
い
る
伐

採
現
場
を
訪
ね
て
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
（
作

業
班
員
）
の
布
瀬
健
一
さ
ん
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

○
就
業
の
動
機

　

以
前
は
、
福
島
県
内
の
森
林
組
合
で

林
産
現
場
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
影
響
に
よ

り
、
避
難
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

高
梁
市
が
住
宅
や
就
学
支
援
な
ど
被
災

者
の
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ
て
い
た
の

で
、
昨
年
10
月
に
家
族
４
人
で
高
梁
市

へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
仕
事
の
経
験
を
活
か
そ

う
と
森
林
組
合
を
訪
ね
、
11
月
末
か
ら

び
ほ
く
森
林
組
合
の
作
業
班
員
と
し
て

普
及
最
前
線

普
及
最
前
線

　
　
　「
こ
の
人
に
聞
く
！
」　
�

作業中のヒノキ皆伐現場

休憩中の班の皆さん（左から）石井さん、
岡島さん、布瀬さん
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も
、
倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
が
、
設

立
当
初
か
ら
の
長
年
の
経
験
を
活
か
し
、

倉
敷
地
区
の
地
域
団
体
の
活
動
や
企
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
推
進
役
と

な
っ
て
益
々
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
る

よ
う
連
携
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
（
倉
敷
普
及
指
導
区

　
　

林
業
普
及
指
導
員　

大
森
章
生
）

わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、

地
元
真
備
町

薗
緑
の
少
年

隊
の
指
導
、

水
島
の
企
業

の
下
刈
り
活

動
の
支
援
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
、
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
へ
の
協
力
な

ど
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
団
体
へ
の
対

応
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
度
か
ら
は
、
新
し
く
総
社
市

下
倉
地
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
決
め
、
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
倉
敷

市
酒
津
の
財
産
区
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
植
樹
活
動
等
関
係
者
と
調
整
を
図

る
な
ど
、
自
主
的
活
動
の
比
率
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
設
立
さ
れ
た
「
お
か

や
ま
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

に
は
、
笹
田
会
長
が
副
会
長
に
就
任
さ

れ
、
今
後
県

全
体
の
グ

ル
ー
プ
と
も

連
携
し
た
幅

広
い
活
動
が

期
待
さ
れ
ま

す
。

　

当
普
及
指

導
区
と
し
て

　

倉
敷
普
及
指
導
区
は
県
南
部
で
マ
ツ

林
、
広
葉
樹
林
、
竹
林
等
の
多
い
里
山

地
帯
に
あ
り
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
も
そ

の
関
わ
り
の
中
で
の
森
林
の
保
全
・
活

用
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

「
倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
（
笹
田
富
夫

会
長
）」
は
平
成
７
年
８
月
に
設
立
さ
れ
、

倉
敷
と
真
備
の
２
カ
所
の
美
し
い
森
を

主
体
に
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
活
動

を
熱
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
は
倉
敷
野

鳥
の
会
、
備
中
南
森
林
組
合
、
倉
敷
木

材
組
合
、地
元
運
営
協
議
会
、管
理
組
合
、

ま
た
、自
治
体
か
ら
は
倉
敷
市
、総
社
市
、

早
島
町
な
ど
幅
広
い
分
野
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

か
ら
は
事
務
局
を
備
中
南
森
林
組
合
総

社
支
所
（
金

澤
雅
彦
支
所

長
が
事
務
局

長
）に
移
し
、

「
美
し
い
森
」

に
と
ど
ま
ら

ず
、
よ
り
地

域
に
密
着
し

た
活
動
が
行

 
普
及
情
報

「
倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
」

の
活
動

平成24年度総会（笹田会長）

９月29日　竹林整備
下倉作業説明

（H23・金澤事務局長）

今
後
の
活
動
計
画

○
11
月
10
日
（
土
）
下
倉

　

ヒ
ノ
キ
林
の
手
入
れ
（
除
間
伐
）

　

シ
イ
タ
ケ
原
木
の
伐
採

○
12
月
８
日
（
土
）
酒
津

　

植
樹

○
12
月
22
日
（
土
）
下
倉

　

ヒ
ノ
キ
林
の
手
入
れ
、
シ
イ
タ
ケ

　

植
菌
、
Ｘ
マ
ス
リ
ー
ス
製
作

○
平
成
25
年
２
月
16
日
（
土
）
真
備

　

竹
林
整
備
、
ク
リ
植
栽
地
の
下
刈

○
３
月
２
日
（
土
）
下
倉

　

ヒ
ノ
キ
林
の
手
入
れ

　

ヒ
ラ
タ
ケ
植
菌
他

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
話
０
８
６
６
（
92
）
５
６
０
０

倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
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工
増
殖
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
屋
外

で
行
う
場
合
は
、
気
温
や
他
の
虫
の
影

響
に
つ
い
て
、
配
慮
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
人
工
増
殖
で
ど
れ
く
ら
い
増
え
る
？

　

１
シ
ー
ズ
ン
の
人
工
飼
育
で
、
最
初

に
飼
育
し
て
い
た
成
虫
の
２
倍
程
度
に

増
え
ま
す
。

●
天
敵
の
使
用
方
法
は
？

　

マ
ツ
１
本
に
対
し
て
、
た
ば
こ
の
箱

程
度
の
大
き
さ
の
容
器
に
カ
タ
ム
シ
の

成
虫
を
３
０
～
５
０
頭
程
度
入
れ
た
も

の
を
１
個
設
置
し
ま
す
。

●
人
工
増
殖
の
課
題
は
？

　

寄
生
の
際
に
必
要
な
カ
ミ
キ
リ
の
幼

虫
の
確
保
に
多
く
の
労
力
を
必
要
と
す

る
こ
と
、
年
間
を
通
し
て
人
工
増
殖
で

増
え
続
け
な
い
こ
と
、
現
段
階
で
は
爆

発
的
に
頭
数
を
増
や
す
こ
と
が
困
難
な

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◇
お
わ
り
に
◇

　

今
後
も
研
究
室
と
の
連
携
の
も
と
、

人
工
飼
育
の
課
題
を
検
証
・
改
善
し
、

簡
易
で
効
率
的
に
人
工
増
殖
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

●
人
工
増
殖
に
は
何
が
必
要
？

　

カ
タ
ム
シ
の
寄
生
・
肥
育
・
飼
育
用

の
容
器
、
濾
紙
、
水
、
脱
脂
綿
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ケ
ン
ト
紙
、
カ
ミ
キ

リ
の
幼
虫
、
計
量
器
、
ミ
キ
サ
ー
、
幼

虫
用
・
成
虫
用
人
工
飼
料
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
幼
虫
用
人
工
飼
料
に
つ
い
て

は
、
さ
な
ぎ
粉
、
酵
母
、
シ
ョ
糖
、
鶏

肝
な
ど
を
、
成
虫
用
人
工
飼
料
に
つ
い

て
は
、
さ
な
ぎ
粉
、
酵
母
、
鶏
卵
黄
な

ど
を
主
な
材
料
と
し
て
作
製
し
ま
す
。

●
人
工
増
殖
は
ど
こ
で
も
で
き
る
？

　

屋
内
・
屋
外
の
何
れ
の
場
所
で
も
人

●
有
効
な
天
敵
は
？

　

研
究
段
階
で
一
定
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
て
い
る
天
敵
は
い
く
つ
か
の
種
が

あ
り
ま
す
が
、
岡
山
県
内
の
多
く
の
地

域
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
簡
易

な
方
法
で
人
工
増
殖
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
サ
ビ
マ
ダ
ラ
オ
オ
ホ
ソ
カ
タ
ム
シ

（
以
下
、
カ
タ
ム
シ
と
い
う
）
が
最
も
有

効
で
す
。

●
人
工
増
殖
は
ど
の
よ
う
な
工
程
？

　

主
な
作
業
工
程
は
「
①
カ
タ
ム
シ
成

虫
の
飼
育
→
②
採
卵
→
③
カ
タ
ム
シ
の

孵
化
→
④
カ
タ
ム
シ
幼
虫
が
カ
ミ
キ
リ

幼
虫
に
寄
生
→
⑤
カ
タ
ム
シ
幼
虫
の
肥

育
→
⑥
カ
タ
ム
シ
幼
虫
の
営
繭
→
⑦
カ

タ
ム
シ
羽
化
→
⑧
成
虫
」
の
順
序
と
な

り
ま
す
。

◇
松
く
い
虫
の
天
敵
防
除
◇

　

こ
れ
ま
で
松
く
い
虫
の
防
除
方
法
の

一
つ
と
し
て
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
て

き
た
「
天
敵
を
利
用
し
た
生
物
的
防
除

法
」
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
お
答
え

し
ま
す
。

●
天
敵
と
は
？

　
「
あ
る
種
の
生
物
に
対
し
、
食
物
連
鎖

の
中
で
直
接
の
上
位
に
あ
り
、
捕
食
者

あ
る
い
は
寄
生
者
と
し
て
そ
の
個
体
数

を
減
少
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
種
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
松
く
い
虫
の
天
敵
と
は
？

　

松
く
い
虫
被
害
の
原
因
で
あ
る
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
運
搬
す
る
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
（
以
下
、
カ
ミ
キ

リ
と
い
う
）
の
天
敵
と
し
て
は
、
オ
オ

コ
ク
ヌ
ス
ト
、
ボ
ー
ベ
リ
ア
菌
、
ク
ロ

ア
リ
ガ
タ
バ
チ
、
サ
ビ
マ
ダ
ラ
オ
オ
ホ

ソ
カ
タ
ム
シ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

林
業
技
術
③

�　

森
林
保
護
Ｑ
＆
Ａ

オオコクヌスト

ボーベリア菌

クロアリガタバチ

サビマダラオオホソカタムシ

① 成虫の飼育

② 採卵

③ 孵化⑤ 肥育⑦ 羽化

④ 寄生⑥ 営繭⑧ 成虫
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以
上
、
強
度
な
列
状
間
伐
を
実
施
し

た
場
合
の
樹
冠
の
形
状
、
胸
高
直
径
、

年
輪
幅
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し

ま
し
た
が
、
定
性
間
伐
を
実
施
し
た
場

合
と
比
較
し
て
、
材
質
に
影
響
を
及
ぼ

す
で
あ
ろ
う
樹
の
成
長
に
つ
い
て
は
、

懸
念
さ
れ
る
ほ
ど
の
相
違
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
最
終
的
な
結
論

で
す
。

　

今
後
、
他
機
関
で
も
、
同
様
の
調
査

が
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
に
比
べ
、
明
ら
か
に
大
き
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
図 

� 

２
）。
つ
ま
り
、
列

状
間
伐
を
実
施
す
れ
ば
、
間
伐
効
果
と

し
て
樹
を
太
く
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
は
、
胸
高
直
径
が
大
き
く
な
る
と

し
た
場
合
、
伐
開
方
向
の
年
輪
幅
が
他

の
３
方
向
に
比
べ
、
極
端
に
大
き
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
樹
幹
解
析
よ
り
、
列

状
間
伐
後
の
年
輪
幅
を
調
べ
る
と
（
図 

� 

３
）、
伐
開
方
向
の
年
輪
幅
が
必
ず
大

き
く
な
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
斜
面

上
方
向
の
年
輪
幅
が
大
き
い
ケ
ー
ス
も

見
ら
れ
、
個
体
に
よ
り
、
そ
の
傾
向
に

は
大
き
く
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
円
盤
の
形
状
（
木
口
面
）
か

ら
す
れ
ば
、ほ
ぼ
円
形
で
あ
り
、品
質
上
、

特
に
問
題
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
列
状
間
伐
後
、
樹
高
成
長

は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
と
い
う
点

で
す
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
伐
採
列
に

隣
接
す
る
個
体
で
は
、
列
状
間
伐
を
実

施
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
後
、
特
に
樹

高
成
長
が
旺
盛
に
な
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
む
し
ろ
標
準
伐
期
を
過
ぎ
た
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
い
て
は
、
樹

高
成
長
は
年
々
、
低
下
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
列
状
間
伐
を
実
施
す
る
と
、

伐
採
列
に
隣
接
す
る
ヒ
ノ
キ
個
体
は
、

樹
冠
が
伐
開
側
に
大
き
く
拡
が
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
こ
の
こ

と
を
調
べ
て
見
ま
す
と
、
必
ず
し
も
伐

開
側
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

斜
面
下
部
方
向
へ
拡
が
る
個
体
が
多
く

確
認
さ
れ
ま
し
た（
図 

� 

１
）。
た
だ
し
、

樹
冠
の
大
き
さ
は
、
い
く
ら
空
間
が
大

き
く
空
い
て
も
、
１
．
８
ｍ
程
度
し
か

拡
が
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
列
状
間
伐
を
実
施
す
る
と
、

胸
高
直
径
は
急
激
に
大
き
く
な
る
か
と

い
う
点
で
す
。
伐
採
列
に
隣
接
す
る
ヒ

ノ
キ
個
体
を
調
べ
た
例
を
紹
介
し
ま
す

と
、
確
か
に
列
状
間
伐
後
、
１
年
間
に

増
加
す
る
胸
高
直
径
値
は
、
列
状
間
伐

　

岡
山
県
内
で
は
、
最
近
10
年
程
度
、

県
北
部
地
域
を
中
心
と
し
て
、
強
度
の

列
状
間
伐
施
行
地
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
実
際
に
、
国
有
林
や
民

間
企
業
等
で
も
、
列
状
間
伐
を
導
入
し
、

よ
り
伐
出
コ
ス
ト
を
下
げ
て
、
効
率
的

に
木
材
を
搬
出
し
よ
う
と
い
う
選
択
と

言
え
ま
す
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
な
強
度
な
列
状

間
伐
を
導
入
す
る
と
、
従
来
の
定
性
間

伐
で
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
新
た
な
課

題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

研
究
だ
よ
り

列
状
間
伐
後
の
人
工
林
の
成
長

　
　
　

森
林
研
究
所　

林
業
研
究
室

　
　
　
　

専
門
研
究
員　

西
山　

嘉
寛

伐
開

方
向

以
外

の
樹

冠
半

径
（

m
）

平
均

胸
高

直
径

成
長

量
（

cm
/年

）

図−１　ヒノキ人工林における伐開方向と残り
　　　　３方向の樹冠半径の比較

林　齢（年）

図−２　胸高直径連年成長量の推移

　図−３　ヒノキの円盤（調査プロット②　No.17）
　　　　　注１．地上高1.2ｍの位置
　　　　　　２．左図：円盤全体　右図：伐開方向（左側）のみ拡大

伐開方向の樹冠半径（m）
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支
援
に
よ
り
県
内
企
業
に
よ
る
新
産
業

を
創
出
す
る
事
業
で
、
森
づ
く
り
県
民

税
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
に
、
ウ
ッ
ド
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
自
動
車
内
装
材
や
物
流

用
パ
レ
ッ
ト
、
う
ち
わ
や
く
し
と
い
っ

た
日
用
品
が
商
品
化
さ
れ
て
お
り
、
平

成
24
年
度
以
降
も
木
質
資
源
由
来
の
新

し
い
製
品
が
順
次
商
品
化
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
持
続
的
な
生
産

が
可
能
な
木
質
資
源
の
新
た
な
用
途
を

開
拓
し
て
い
く
こ
と
で
、
山
元
へ
の
利

益
還
元
、
林
業
の
振
興
、
森
林
機
能
の

強
化
・
保
全
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
産
業
労
働
部　

産
業
企
画
課

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
）

A
dvanced R

egional- industrial 
T

echnology

を
集
結
し
た
も
の
づ
く
り

工
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
造
語

（
※
２
）
木
材
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
練
り

合
わ
せ
た
も
の
（
木
材
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
再
生
複
合
材
）

２　

 
バ
イ
オ
マ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業

　

木
質
資
源
を
利
用
し
た
素
材
の
製
品

化
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、
研
究
か
ら

実
用
化
に
至
る
ま
で
の
段
階
に
応
じ
た

県
内
企
業
や
大
学
、
国
や
県
の
研
究
機

関
、
林
業
関
係
者
が
連
携
し
て
、
太
陽

光
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
工
場

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
し
な
が

ら
、
付
加
価
値
の
高
い
新
素
材
で
あ
る

「
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
」
や
高

規
格
木
粉
を
生
産
す
る
た
め
の
技
術
開

発
と
社
会
導
入
を
目
指
す
も
の
で
、
平

成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
計
画
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

木
質
資
源
に
つ
い
て
は
、
建
築
用
材

や
製
紙
原
料
、
家
畜
の
敷
料
と
い
っ
た

従
来
の
用
途
の
他
、
特
に
東
日
本
大
震

災
を
契
機
と
し
て
発
電
用
の
燃
料
や
再

生
可
能
な
工
業
原
料
な
ど
多
角
的
な
利

用
（
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
）
の
動
き
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
実

証
事
業
で
は
木
質
資
源
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル

ま
で
微
粉
砕
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ

る
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
や
高
規
格
木
粉
の

生
産
技
術
を
確
立
し
、
高
機
能
複
合
材

料
や
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
※
２
）

の
原
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
か
ら
３
年
目
を
迎
え
、
微

粉
砕
実
機
を
製
作
す
る
な
ど
、
計
画
に

沿
っ
て
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後

の
実
証
事
業
の
展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

（
※
１
）
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
工
場
と
は
、SM

all 

お
か
や
ま
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
・

　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

岡
山
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

地
域
産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
新
た
な

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
の
創
出
を
目
指
し
て
、

平
成
16
年
度
か
ら
「
お
か
や
ま
グ
リ
ー

ン
バ
イ
オ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
れ
ま
で
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来
の
資
源
）
を

新
素
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す

る
研
究
や
安
定
し
た
原
料
供
給
体
制
の

構
築
（
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
の

整
備
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
間
伐
材
や
製

材
端
材
な
ど
の
木
質
資
源
か
ら
日
用
品
・

工
業
製
品
に
利
用
で
き
る
付
加
価
値
の

高
い
新
素
材
や
新
製
品
を
開
発
し
、
事

業
化
す
る
た
め
、「
森
と
人
が
共
生
す
る

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
ス
マ
ー
ト
）
工
場
モ
デ

ル
実
証
事
業
」
や
「
バ
イ
オ
マ
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
に
集
中
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１　

 

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
工
場
（
※
１
）
モ
デ

ル
実
証
事
業

　

国
の
資
金
的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

木
材
利
用
・
技
術�

④

左上から、くし
3 3

、自動車内装品（リアシェルフ）、
物流用パレット、うちわ
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ク
イ
ズ
に

挑
戦
す
る

方
々
、
興
味

深
そ
う
に

木
材
を
手

に
と
っ
て
見

て
く
だ
さ
る

方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

活
動
発
表

を
し
て
く
れ
た
「
真
備
町
薗
み
ど
り
の

少
年
隊
」
は
、
熱
心
に
発
表
の
練
習
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
、
卒
業
式
の

「
呼
び
か
け
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
ほ
ど

見
事
な
出
来
映
え
で
し
た
。
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

み
ど
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
こ
の
大
会

を
記
念
す
る
た
め
、
ソ
ウ
ド
ウ
ザ
ク
ラ
、

ク
ス
ノ
キ
、

カ
イ
ノ
キ
が

知
事
、
倉
敷

市
長
、
県
議

会
及
び
市
議

会
議
長
及
び

真
備
町
薗
み

ど
り
の
少
年

隊
に
よ
り
参

　

去
る
10
月
６
日
（
土
）
に
真
備
総
合

公
園
（
倉
敷
市
真
備
町
箭
田
）
に
お
い

て
「
岡
山
県
み
ど
り
の
大
会
２
０
１
２
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
森
づ
く
り
県
民
税
を

活
用
し
て
、
秋
の
み
ど
り
の
月
間
に
、

み
ど
り
の
少
年
隊
を
は
じ
め
と
す
る
児

童
や
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
野
外

体
験
活
動
を
通
じ
た
交
流
を
行
う
も
の

で
、
み
ど
り
の
大
切
さ
を
学
び
、
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
育
て
て
い
く
心
を
育

む
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

午
前
中
は
体
育
館
内
で
、
主
催
者
等

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー

及
び
愛
鳥
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
者
の
表
彰
式
、
地
元
の
真
備
町
薗
み

ど
り
の
少
年
隊
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
会
場
内
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
、
式

典
開
始
前
に
は
自
分
の
作
品
と
と
も
に

嬉
し
そ
う
に
写
真
に
収
ま
る
表
彰
受
賞

者
や
、
数
々
の
力
作
に
見
入
る
み
ど
り

の
少
年
隊
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
森
林
ク
イ
ズ
、

「
い
ろ
い
ろ
な
木
材
」
な
ど
も
展
示
さ
れ
、

岡
山
県
み
ど
り
の
大
会
２
０
１
２

を
開
催
し
ま
し
た

加
者
が
見
守
る
中
、
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
屋
外
で
「
み
ど
り
わ
ん
ぱ
く

村
祭
」
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
薄
曇

り
の
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
絶
好

の
野
外
活
動
日
和
で
、
参
加
者
は
「
作
っ

て
遊
ぼ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
竹
と
ん

ぼ
や
竹
水
鉄
砲
な
ど
の
竹
細
工
、
木
の

実
な
ど
を
使
っ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
取

り
組
ん
だ
り
、「
作
っ
て
食
べ
よ
う
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
「
そ
ば
が
き
」
や
「
な

が
し
や
き
」
を
自
分
で
作
っ
て
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
自
然
と
遊
ぼ
う
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
・

お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
み
ど
り
や
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
り
、
木
材
や

竹
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
な

ら
幸
い
で
す
。
今
後
は
も
っ
と
一
般
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
環
境
文
化
部　

自
然
環
境
課
）

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511
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「
幼
い
頃
か
ら
家
族
で
登
山
し
た
り
、

森
林
公
園
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、

岡
山
の
森
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

森
林
や
木
材
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
岡
山

の
森
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
御
理
解
を
頂
け
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。」（
濱
田　

南
）

　

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
木
材
の
良

さ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
「
お
か
や
ま
森
の
大

使
」
の
面
接
選
考
会
を
９
月
28
日
（
金
）

に
実
施
し
、
佐
々
木
曜
子
さ
ん
（
吉
備

中
央
町
）
と
濱
田
南
さ
ん
（
津
山
市
）

の
お
二
人
を
新
大
使
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
２
年
間
、
各
種
行
事
に
お
い
て

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
任
大
使
の
ご
あ
い
さ
つ

　
「
大
使
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
森
の
大
切
さ
や
木
の
良
さ
に

つ
い
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、

皆
様
に
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
大

使
に
な
れ
る
様
、
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。」（
佐
々
木
曜
子
）

★�

お
知
ら
せ�

★

「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」
決
定
！

佐
さ さ き

々木　曜
よ う こ

子

濱
は ま だ

田　南
みなみ

　

派
遣
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

協
会
事
務
局
（
岡
山
県
庁
林
政
課

086-226-7451

）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

平
成
24
年
表
彰
行
事
受
賞
者
の
紹
介

　

林
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の

受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。（
文
中
、
団
体
指
導

者
部
門
に
つ
い
て
は
、
①
主
な
役
職
、

②
主
な
功
績
。
敬
称
略
）

第
45
回
岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

《
知
事
表
彰
【
林
業
部
門
】》

○
星
原
達
雄
（
津
山
市
）

　

真
庭
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
と

し
て
、
組
合
事
業
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

　

ま
た
、
月
田
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地

の
整
備
に
尽
力
し
、
未
利
用
間
伐
材
等

を
燃
料
資
源
に
活
用
す
る
な
ど
、
地
域

資
源
循
環
利
用
に
貢
献
し
た
。

○
多
賀
正
実
（
新
見
市
）

　

高
冷
地
の
苗
畑
に
お
い
て
、
土
壌
の

改
良
と
苗
木
成
長
促
進
を
図
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
縮
減
・
優
良
苗
木
生
産
技
術

の
研
究
実
践
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
新
見
地
区
山
林
種
苗
生
産
組

合
長
を
務
め
、
地
区
内
外
の
生
産
者
の

指
導
に
尽
力
し
た
。

《
知
事
表
彰
【
団
体
指
導
者
部
門
】》

○
本
田
治
實
（
美
咲
町
）

①
久
米
郡
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長

②
組
合
運
営
の
健
全
化
と
地
域
林
業
の

振
興
に
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
の
台
風
第
23
号
に

よ
る
風
倒
木
被
害
復
旧
に
尽
力
し
た
。

現
場
技
能
者
育
成
、
低
コ
ス
ト
団
地
の

設
置
を
通
じ
て
、
間
伐
等
を
積
極
的
に

推
進
す
る
な
ど
、
組
合
事
業
の
指
導
に

貢
献
し
た
。

○
清
水
信
三
（
和
気
町
）

①
東
備
木
材
同
業
組
合
組
合
長

②
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上
と
経
営
の

近
代
化
・
合
理
化
に
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
展
や
木
工
教
室
に
お
け

る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
、
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
尽
力
し
た
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
林
業
部
門
】》

○
木
下
千
代
士
（
新
見
市
）

　

新
見
市
新
林
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
務
め
、
間
伐
技
術
等
の
研
鑽
に
努

め
る
と
と
も
に
、
優
良
丸
太
共
進
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
林
業
の
振
興
に

貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
植
樹
や
間
伐
作
業
の
技
術
指

導
を
行
う
な
ど
、
普
及
指
導
事
業
に
協

力
し
て
い
る
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰　
【
団
体
指
導
者
部
門
】》

○
中
務
光
海
（
浅
口
市
）

①
㈳
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
理
事

②
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上
と
経
営
の

　

近
代
化
・
合
理
化
に
尽
力
し
、
平
成

23
年
度
に
は
地
区
木
材
組
合
の
広
域
合

併
を
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
展
や
木
工
教
室
に
お
け
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森林・林業関係イベント参加募集

技能講習会の開催（11～1月）

11. 30（金）
　  ～12. 2（日）
10 : 00～22 : 00
（12. 2 は 21 : 00 まで）

イオンモール倉敷セントラルコート
（倉敷市水江）

ふれあい木材展
（木製品の展示・販売等）

㈳ 岡山県木材組合連合会
TEL 086－231－6677

問い合わせ・申し込み先

問い合わせ・申し込み先

る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
、
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
尽
力
し
た
。

○
田
中
信
行
（
倉
敷
市
）

①
岡
山
木
材
協
同
組
合
理
事
長

②
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上
と
経
営
の

近
代
化
・
合
理
化
に
努
め
た
。

　

ま
た
㈳
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
の

副
会
長
と
し
て
、
本
県
の
木
材
産
業
の

発
展
に
貢
献
し
た
。

○
𠮷
岡
繁
美
（
美
作
市
）

①
元
㈳
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
理
事

②
組
合
員
の
経
営
改
善
と
組
合
事
業
の

発
展
に
尽
力
し
た
。

　

ま
た
、
美
作
地
域
の
木
材
市
場
の
機

能
を
強
化
し
、
国
産
材
流
通
拠
点
と
し

て
の
地
位
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
美
作
材
」
の
銘
柄
化
に
も
寄
与
し
た
。

第
５
回
岡
山
県
農
林
漁
業
者
奨
励
賞

　

従
事
年
数
５
年
以
上
15
年
未
満
の
農

林
漁
業
に
努
力
し
て
い
る
方
に
贈
ら
れ

ま
す
。

○
長
畑
健
三
（
奈
義
町
）

　

祖
父
の
代
か
ら
続
く
造
林
用
山
行
苗

木
を
は
じ
め
、
緑
化
樹
の
生
産
も
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
コ
ン
テ
ナ
苗
作
り
に

も
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
消
防
団
な
ど
地
域
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

（
林
政
課
普
及
指
導
班
）
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林 産 物 市 況
木　材（10 月 17 日） 乾しいたけ（10 月 18 日）単位：千円／㎥

８～１３
１４～１６
１８～２０
２２～２４
８～１３
１８～２２
２４～２８
１８～２０
８～１３
１４細

１４～１６
１８～２０
２２～２４
２６cm上
８～１１
１２～１３
１４cm

１６～１８
２０～２２
２４～２８
３０cm上
１４cm
１６cm

１８～２０
２２cm上
１８～２４
２４～３０

250
10
11
12

本 250
10
10
18
300
12
20
18
17.5
17.5

本 250
本 750
18
20
19
18
20
17
35
35
30
8
10

本 140
7
7
7
4.5
8.5
9
6

本 140
7
15
15
14
14
4.5

本 250
13
18
16
15.5
12
10
25
25
23
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

ス　ギ

ヒノキ
マ　ツ
米マツ
北洋アカマツ
ホワイトウッド

正角 3m　10.5cm角

正角 3m　12cm角
正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
平角 4m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm
正角 3m・4ｍ　10.5cm角
平角 3m・4ｍ　10.5×15 ～ 21cm
タルキ 4m　3.8cm角
間柱 3m　2.7cm×10.5cm

特等
特等
特等
特等
特等
特等
一等
特等
特等
特等
特等

Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

30,000 ～ 35,000
50,000 ～ 55,000
30,000 ～ 35,000
50,000 ～ 55,000
55,000 ～ 60,000
55,000
60,000 ～
42,000 ～ 47,000
44,000 ～ 48,000
60,000 ～ 62,000
50,000 ～ 57,000

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 概　況

品柄 相場価　　格
平均 高値杉

桧

松

製　材（10 月中旬）
樹　　　種 寸　　　　　　　　法 等級 区分 安値～高値 備　考

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。
＜共販所より概況＞スギ、ヒノキ共に直材中心の造材が良いと思われます

・出品数量　　 3.9 t  
・価格高値　　 5,760 円
・総 平 均　　 3,030 円

香信大
香信中
香信小
小　間
香信山成
バレ大
バレ中
スライス
花どんこ
上どんこ
並どんこ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

 3,930 
 3,260 
 2,740 
 － 

 2,650 
 2,580 
 2,340 
 4,120 
 －  
 4,650 
 3,160 
 2,140 
 1,730 
 1,250 
 5,110 

 5,000 
 4,390 
 4,390 
 － 

 3,400 
 4,070 
 3,890 
 5,210 
 － 

 5,750 
 4,690 
 5,600 
 2,000 
 2,300 
 5,760 

○
○
○
－
○
○
○
○
－
○
○
○
○
□
○

価格：円／㎏　（相場）強：◎ 保合：○ 弱保合：□
＜概況＞
出品数量は少なめ。色目が良く入念に選別を
行っている出品物は保合、格外品については
低調。一般家庭の消費が減少しているとの声
もあり、品柄・大きさ・色目・虫害品の除去等、
選別に注意を。
資料：岡山県森連椎茸共販所　市況通知

出荷材積
　約 2,500ｍ3

　杉
中目材　横ばい
柱　材　横ばい
小径木　横ばい

　桧
中目材　横ばい
柱　材　横ばい
小径木　横ばい

　記号
　△　強気配
　－　横ばい
　▼　弱気配

注文挽き

注文挽き

国内挽き
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緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

一般社団法人　岡山県森林協会
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この用紙は、日本の森林を育てる
ために間伐材を積極的に使用して
います。（間伐材10％＋古紙70％）
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声

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で10億円以上の保険金が支払わ
れました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円

コニファー水和剤

センチュリーエース　★新発売★マッケンジー注入剤

『もしもの為に備えましょう』森林国営保険 岡山県森林組合連合会

　異常気象で気象災の発生が心配されます。
　大切な森林を守る、森林国営保険への加入をお勧
めします。
　間伐加入（３年30％）ヒノキ0.1ha 30～50 年生

　保 険 料
　保険金額　

750円～
90,000円～

1,050円
135,000円（全損の場合）

〈岡山県の保険金支払い実績〉
H16 台風被害
H21干害ほか
H22 水害ほか
H23 水害ほか

約6千件
135件
149件
68件

約27億円
2,245万円
2,675万円
1,045万円


